
国際ロータリー第2580地区

51th

内 容 充 実 の 為 に、皆 様 か ら の 投 稿 を お 待 ち し て お り ま す  ！

感謝の心で 奉仕と親睦を

東京城東ロータリークラブ週報

ＲＩ会長
ジョン F. ジャーム
第2580地区ガバナー
上  山  昭  治

第2580地区幹事
田  中  永  二

ガバナー補佐：鈴木秀史
(東分区担当)　　　　　
東分区幹事　：瀧澤一郎
東分区副幹事：鈴木正名

 2017年4月10日 例会報告

点　鐘
ロータリーソング　　　　　　 　『手に手つないで』
ゲストスピーカー　 　　　　　　　　　　　　    3名
ゲスト及びビジター　　　　　　 　　　　　　    3名
会員出席状況  　　 　　  48名中30名(出席率62.50%)
前々回訂正出席率   　　　　　　　　　 　　　100%

 2017/4/10（月）
「  クラシック音楽鑑賞会  」

大石洋史 氏・星野真貴 氏・野口絵美 氏
(バリトン) ・ (ソプラノ) ・  (ピアノ)

- 4月の受付当番 -

2017.    4.   17  　第2380回例会

本日の卓話

次回の卓話

山﨑君/山田(昇)君/会田君/青木君/秋山君
17：00～　昇殿参拝
17：30～　受付開始

「 観藤夜間例会 (於 亀戸天神社) 」

ニコニコボックス

◎先日当クラブ創立 55周年記念例会に多くの
　方々がおいで頂きありがとうございました。
　本日はお礼を申し上げたく参りました。

東京江東ＲＣ 伊藤三千男 様
◎3月 28日の、江東ＲＣ55周年にご多用の折
　御参集、誠にありがとうございます。

東京江東ＲＣ 小嶋英治 様
○本日の卓話よろしくお願い致します。

阿部　豊君・奈良康司君・山田　昇君
江波戸健治君・重田敦史君・伊藤国雄君

小計￥47,000.-　累計￥2,041,000.-

城東警察署 生活安全課 犯罪抑止係
警部補　菊池  和人  氏

「 江東区・墨田区における　　　　　
　　特殊詐欺等の被害状況について 」

※次週 4/24( 月 ) は「観藤夜間例会」です。
　次々週 5/1( 月 ) は「特別休会」のため、
　例会はございません。
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